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「認知症と共に生きる希望宣言」



・法⼈理念 ⼈権尊重
「認知症ケアの推進にかかる法⼈の取り組みのグランドデザイン」

認知症の⼈と家族への⽀援や⼈財育成の取り組みを推進

・平成３０年度 練⾺区地域包括⽀援センター運営体制の⾒直し
練⾺区社会福祉事業団 ９か所の地域包括⽀援センターの運営

「認知症地域⽀援推進員」を配置・認知症施策の推進を図る

・「認知症地域⽀援推進員」が中⼼となり、
認知症の⼈の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域のよい環境で
⾃分らしく暮らし続けることができる社会の実現を⽬指す



（１）地域包括⽀援センター職員および認知症地域⽀援推進
員が、認知症施策の⽅向性を理解し、認知症の⼈の暮らし
を⽀援する地域づくりを実践する。

（２）認知症の⼈の意思の尊重、認知症の⼈の視点を重視し
た取り組みについて、地域に暮らす皆さんとともに考え
⾏動する。

（３）認知症の本⼈の声を聴き、本⼈のよりよい暮らしにつ
ながる⼯夫など、実践的な取り組みをすすめる。



第１回 8⽉26⽇（⽇）
14時〜17時
練⾺介護⼈材育成・研修
センター

○本⼈の声を聴くことの⼤切さを知る
○アクションミーティング（グループワーク）
①本⼈の声を聴くために、⽇頃取り組んでいること
②本⼈の声を聴くために、これからやってみたいこと

＜この間、各地区でアクションミーティング＞
第2 回10⽉21⽇（⽇）
14時〜16時30分
練⾺区役所地下２階
多⽬的会議室

○アクションミーティング︓
「本⼈ミーティング」をイメージしよう

＜この間、各地区でアクションミーティング＞
第3 回 1⽉20⽇（⽇）
14時〜16時30分
光が丘区⺠センター
5階集会室１．２

○アクションミーティング︓
「本⼈ミーティング」を実践しよう

＜この間、各地区で本⼈ミーティングを実践＞
第4回 2⽉24⽇（⽇）
14時〜17時
練⾺介護⼈材育成・研修
センター

○実践報告 （Vol.1）
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本⼈発信
⽀援

認知症の⼈本⼈の視点に⽴った
「認知症バリアフリー」

の推進 認知症
希望⼤使



国の新オレンジプランに掲げられた「認知症の⼈の意思の
尊重、認知症の⼈の視点の重視」を推進する取組

本⼈の声を聴き、その声をさまざまな取り組みに活かす
●本⼈どうしが出会い、体験していることや、⾃分なりの
⼯夫を話しあう中で、本⼈のよりよい暮らしにつなげていく

●その地域ならではの取組

●歩みを⽌めない。コロナ禍でも⼯夫を︕

●とうきょう認知症希望⼤使とともに「本⼈発信」⽀援
●JDWG「認知症バリアフリーの取り組み」



〇歩みを⽌めない コロナ禍でもできる⼯夫を︕
〇各地域で取り組んだことを共有します
〇互いの取り組みの経過や⼯夫をこれからに活かします

•令和2年2⽉12⽇ 練⾺区キャラバンメイト連絡会(活動紹介）
•令和2年2⽉16⽇ 地域⽀援課 報告会（Vol.2）

• 令和3年2⽉ 地域⽀援課活動報告（Vol.3）書⾯

•令和3年6⽉30⽇練⾺区本⼈ミーティング・チームオレンジ
実務研修（活動紹介）

•令和4年2⽉18⽇練⾺区キャラバンメイト連絡会（活動紹介）
•令和4年2⽉27⽇地域⽀援課本⼈ミーティング報告会（Vol.4）
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本⼈の暮らしのバリア（障壁）は︖

認知症バリアフリーについて
本⼈の⾔葉から考える

令和3年度



令和３年度 東京都認知症シンポジウム

座談会
「私たちにとって、認知症とともに

⽣きるとは」

（１）「とうきょう認知症希望⼤使」の任命式
（２）認知症とともに⽣きる〜とうきょう認知症希望⼤使か

らのメッセージ〜
ミニ講座︓「認知症のご本⼈の声を聴くということ」

👆 とうきょう認知症ナビ
（東京都福祉保健局）



「認知症とともに⽣きる希望宣⾔」が、
さざなみのように広がり、希望の⽇々
に向けた⼤きなうねりになっていくよ
うに

⼀般社団法⼈
⽇本認知症本⼈ワーキンググルー
プ－JDWG



2 月 27 日(日)本人ミーティング報告会の評価等コメントのご紹介 

 

 

【永田先生、小森さん、鈴木さんからの報告会終了時のコメント】 

●本人さんたちが、楽しそうに、いきいきと本人ミーティングに参加されている。 

●４年間の取り組みのスタートを「認知症地域支援推進員の研修」として位置付けた 

こと、その成果として取り組み(実践)が表れている。 

●本人の言葉、本人の視点から考えるという基本がしっかりと職員に根付いている、

浸透している。本人視点をぶらさず、地域で一緒に考えながら進められている。 

●取り組み、課題発見、次の取組（PDCA）がしっかりできている。本当にいい取り組

みになっている。 

●各包括しっかりと本人参画の具体がある、いい取組が続いている。 

●地域に根差して地域独自の特色が表れている。 

●続けること、少しずつでも次へのアクションを本人と一緒にやってみること、そして

足跡を丁寧に確認・共有しあっていくこと、などなどの大切さを実感できた。 
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